
 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育は、すべての教育の出発点であり、家庭は子どもにとって安らぎのある場であると同時
に、基本的な生活習慣を身に付け、人格形成やその後の生き方に大きな影響を及ぼす場でもありま
す。しかし、少子化や核家族化、育児に不安や悩みを持つ親の増加、人間関係の希薄化など、家庭を
取り巻く社会の急激な変化の中で、家庭の教育力の低下が指摘されています。そこで、鳥取県では
保護者が安心して子育てや教育を行うための支援 
（家庭教育支援）を行うことにより、家庭における 
教育力の向上の促進に取り組んでいます。  
そのために、親としてのがんばりや不安を本音で 

出し合うと同時に、受け止め認め合うことを通して 
親同士が互いに支えあう仲間づくりの場として、参 
加者が楽しみながら主体的に学ぶことができる「とっ 
とり子育て親育ちプログラム」を充実させたいと考 
えます。 
本年度も、「とっとり子育て親育ちプログラム」 

ファシリテータとして鳥取県の家庭教育支援に 
ご尽力いただきますようよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とっとり子育て親育ちプログラム」       
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小中学校課  

（左から 森原指導主事・白岩課長補佐・徳永主事） 

30年度 教育局担当者 

東部教育局  

平野靖博指導主事 

担当 1 年目です。緊張感を持ち

ながらも、精一杯がんばりますの

でよろしくお願いします。 

中部教育局 

西村信彦社会教育主事 

子育てにひと段落はあっても親

としての役割に終わりはありませ

ん。一緒に子育てについて考えてい

きましょう。 

西部教育局 

下前博司係長兼社会教育主事 

教育局１年目の下前です。子育

てについて反省することばかり

です。反面教師としてがんばりま

す。 

 

白岩準市課長補佐 

はじめまして。小学生のひ

とり息子がいますが、小中学

校課でお世話になるのも何

かの縁だと思います。よろし

くお願いします。 

 

森原千晶指導主事（研修担当） 

２年目になります。 

親であることを楽しみたいなと

思っている今日この頃です。一緒

に家庭教育を盛り上げていきたい

と思っています。 

徳永百合主事（派遣担当） 

 親になる前から家庭教育に携

われることはとても貴重な機会

だと思っています。今年も、パワ

フルな皆さんからパワーをいた

だき、勉強させていただきます。 

 



○平成３０年度の派遣方法と派遣手続き等について 

・小中学校課より依頼、派遣手続きをします。 

○ファシリテータ無料派遣予定回数３４回 

・無料派遣予定回数を超えた場合も、ファシリテータ派遣は行っていきます。 

○企業へのファシリテータ派遣（東中西各１回以上） 

・７月～１０月を目安に考えています。別途、ご協力をお願いしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供に残せるもの・・・ 

29年度担当者より 

西部教育局 

船越路央係長兼社会教育主事 

（現：南部町立会見小学校長） 

本ファシリテータのみなさまには、どれだ

け助けられたかわからないほどお世話にな

りました。また、関係者の皆様とのネットワ

ークは本当に心強かったです。この場をお借

りしてお礼申し上げます。時間があれば会見

の里山にもぜひ足を運んでくださいね。 

小中学校課 福田範史課長補佐（現：社会教育課主査） 

平成２３年に始めた「とっとり子育て親育ちプログラム」ファシリテータ事業に

懐かしさを覚えるとともに時間の経過を痛感しました。 

これからもファシリテータの輪が一層広がり、家庭教育支援が草の根的に広がり

ますことを祈念しつつ、社会教育課よりエールを送ります。 

東部教育局  

広富隆史社会教育主事 

（現：学校教育担当 

指導主事） 

みなさんに支えていた

だき、多くの方々とつなが

ることができた２年間で

した。感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 

お世話になりました。ありがとうございました。 

平成 30年度  

「とっとり子育て

親育ちプログラ

ム」ファシリテー

タ派遣について 

 

 
「私たちより長生きし、困難に直面
する子どもに何を伝えますか？」 

平成２９年度ファシリテータフォ
ローアップ研修で、清國先生は問わ
れ、「言葉、時間、空間も大事。 

でも、自分なら 

想像力と 

自信と言いたい。 

やる気をだす方法を 

伝えたい。」 

と言われましたね。 

 

皆さんは、何を伝えたいですか？ 


